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 ここで聖堂中

央にぶら下がっ

ているシャンデ

リアを見なが

ら、光としての神、キリストが私たちのすぐそ

ばに在ること、「臨在
りんざい

」についてお話ししま

す。それにしてもこの大きな輪っか状のシャ

ンデリアは目立ちます。聖堂の真ん中にある

ことで、私たちの集まりの中心には光である

キリストが常に臨在していることを象
かたど

ってい

ます。この形状のシャンデリアは聖堂のた

めに作られています。祈祷の中に早課
そ う か

という

のがあり、その中で第134聖詠（詩篇135

扁）と第135聖詠（詩篇136扁）を歌うときが

あります。このときを「ポリエレイ」または「多油
た ゆ

祭
さい

」と呼びます。教会暦の中の大きな祭日期

間では、ポリエレイのときになると誰かがシャ

ンデリアについている取っ手でシャンデリア

全体を揺
ゆ

らします。すると聖堂の四方が照ら

し出されます。大きくて重そうな物体が光を

放ちながら揺れる様
さ ま

はどこか異様で怖い感

じがします。私はこれを見ると神様がホントに

近くに迫ってきたらコワいのかなと思いまし

た。この習わしはギリシャ北部の半島になる

アトス山から始まりました。よく聖山アトスと呼

ばれますが、ここには生涯修道士として生き

る男性たちで成り立つ国のような場所です。

正教の霊性の中心地のひとつでもあります。

暗闇に包まれた聖堂の中で、本物のロウソク

を使用しているシャンデリアが動き、その先

にある金色のイコンやモザイクイコンがその

光を反射するありさまは、譬
た と

えようのない雰

囲気を作り出します。 

聖書に出てくる「光」の意味は深く考えら

れていないので、ここで「光」が何をもたらす

かを少し考えてみましょう。ほんのつい最近

まで、光源というのは火だけでした。オイル

ランプ、たき火、太陽の焼けつくような日、ど

れも火です。もし聖書の中で「光」という言

葉が出てきたら、それは火が放つ光のこと

を想像してください。ヨハネ（イオアン）の第

一の手紙の 1 章 5 節に「神は光であって、

神には少しの暗いところもない」と記されて

いますが、このときに、私たちの手で操作で

きる電気の光を思い描いてはなりません。

聖ヨハネ（イオアン）は、一歩間違えれば人

の手に負えない危険な「火」を想定して書き

記しているということです。 

昔からどこの国であっても、大人が子供に

初めて慎重に教えることは火の取り扱い方で

す。賢く使えば火は私たちに利益を与えま

す。光となり、暖を取ることができ、食材を調

̝ǲȏǍǚǤ 24 
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理し、また心を癒します。しかし火の取り扱い

を間違えれば、それは時に死に至る悲劇を

もたらします。いずれにしても「火」そのもの

が性質を変えているのではありません。しか

し私たち次第で、益も与えれば害も与えま

す。「あなたの神、主は焼きつくす火、ねた

む神である」（申命記4：24）、「わたしたちの

神は、実に、焼きつくす火である」（ヘブル/

エウレイ12：29）ですから賢くなりたいもので

す。「主を恐れることは知恵のはじめである」

（詩篇111：20/第 110聖詠）。 

神の存在が私たちにとって喜びとなるの

か或
あ る

いは苦しみとなるのかを理解するため

に火の性質が役立ちます。私たちはもれな

く全員、いつかこの世を離れて神の側
そば

に行

かなくてはなりません。現在も神の存在の

中に私たちにいるのですが、実際は神の被

造物に覆
おお

われた中で生きています。死後は

その被造物という覆いが取り払われます。

神が自分との間に隔たりなく存在するとは

いったいどのような状態でしょう。神を愛す

る人にとってそれは、この上ない喜びそのも

の。このとき「神は愛なり」というヨハネの言

葉の意味が体感で分かるのです。 

しかし神を拒絶している人々にとっては

どうでしょう。当然、神の存在は光どころか

闇そのものです。「そのさばきというのは、

光がこの世にきたのに、人々はそのおこな

いが悪いために、光よりもやみの方を愛し

たことである」（ヨハネ/ イオアン3：19）。そし

て彼らにとって悲惨な光からいつまでも逃

れられないことを悟るのです。「この国の子

らは外のやみに追い出され、そこで泣き叫

んだり、歯がみをしたりするであろう」（マタイ

/ マトフェイ8：12）。 

「そうは言うけれども、神

が私たちに愛を下さってい

るなら、どうしてそれが苦し

みになるのでしょう」と尋ねられることがあり

ます。これは私の友人が子供の頃の話で

す。良い関係ではない友人の叔母が、ある

とき簡単な菓子を送ってきてくれたそうで

す。それでも彼女の母は嬉しくて、お礼に

老舗
し に せ

のお菓子を贈答用に包んでもらい、そ

れを持って私の友人の手を引いて叔母の

家まで行ったのだそうです。玄関口に叔母

が出てきたので、その菓子の贈り物を手渡

そうとすると、叔母はその包みを見るや否や

友人の母にこう怒鳴
ど な

ったのです。「わざわざ

当てつけに来たのかよ！」このような感情…

私たちは理解できなくもありません。人間で

も場合によっては愛が人を焼くこともありま

す。ましてや神は常に愛です。神は常に

光です。常に火です。こうした神の存在を

受け入れるか否かによって、人間の感情が

全く異なるのは当然といえるでしょう。 
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ᾛ ԍɵ₳ṇ  ɚɧɱɄȡȠɅɶ 11月 3 日(祝) 9 時から有志信徒14名が集まって行いました。

男性は主に物置の修繕と整理、女性は、境内の植木鉢の土の入れ替えと球根や苗の植え付け、更に

は植栽の剪定まで行いました。昼食を簡単に済ませたあと、後片づけをして解散しました。ご協力くださ

いました皆様に感謝申し上げます。 

ǚǰȉ  11 月 6 日(日) 10 時からの主日聖体礼儀に続き、

こども成長感謝祈祷を行いました。幼児と小学生合わせて3名が聖所

の中央に並んで司祭から祝福とプレゼントを受けました。また、避難

のために3ヶ月ほど滞在していたガリーナ姉が、11月 19日にウクライ 

ナへ帰国するとのことで、「幾年も」の祈祷を共にされました。帰国す

るとお一人で生活されます。私どもは引き続きガリーナ姉を記憶して

祈って参りたいと思います。 

ʿͪɵʹᵎᾌ ̱ ϡ 11 月 12 日(土) 10 時から、柏久保教会に７名が集って聖体礼儀を行

いました。清々しい秋の日に、久しぶりに食事の時間まで共にできたことをうれしく思います。その後

柏久保の信徒会館をお借りして、堂役の方々のための勉強会を行いました。夕方4 時からは湯ヶ島

にて墓地祈祷を行いました。翌日13日(日)には修善寺教会にて9 名の参祷者にて聖体礼儀を行い

ました。昼食後、修善寺共同墓地での墓地祈祷を予定していましたが、雨のため、聖堂にて対象と

なる永眠者のためのパニヒダを行いました。 

ṓ᷂  １０月１０日から始まった修善寺ハリストス正教会墓地祈祷は、おかげさまで１１月１３日に

終わりました。１３日の修善寺温泉場地区のみ、悪天候のため墓前での祈祷ができず代わりに聖堂

でのパニヒダとなりましたが、把握する限りの修善寺教会に連なる永眠信徒のための祈りが今年も出

来たことを神に感謝いたします。またそのために各墓地にてご準備下さったご家族の方々に言葉に

はし難い感謝の気持ちを覚えました。ありがとうございました。 

  ˜ ♥ 2 ʺ ̱ ϡ 11 月 12 日(土)・13 日(日) 主日前晩祷および聖体礼儀をガ

ヴリイル田中神父の司祷にて行いました。引き続きパニヒダを行いました。１１月が月命日となるイオシフ

大窪望神父様の記憶のため、神父様のご家族もパニヒダに参祷されました。 

 

最 近 の出 来 事 ・ 消 息 
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Ḹ11/20     ף 現在  日付は会計処理日です。ありがとうございました。 
 

 

 

 

        

11/7    

11/20   Ɽ♬ⱥ♄  

  ⱥ◘   

   Ɽ♬ⱥ♄  

        

10/30 

 

  Ɽ♬ⱥ♄  

   Ɽ♬ⱥ♄  

   Ɽ♬ⱥ♄  

   Ɽ♬ⱥ♄  

   Ɽ♬ⱥ♄  

   Ɽ♬ⱥ♄  

11/7   Ɽ♬ⱥ♄  

ᾛ ԍ ̗ ₴ ₴Ồ К 

  (Nativity of Our Lord Jesus Christ at Yokohama) 
Great Compline

¥
/Matins

 2022 12 24 È É17 19 30  
Divine Liturgy

¥ 2022 12 25 È É10 11 30  

ᾛ ԍ No Liturgy at Odawara on 25th Dec. 

₴ ₴Ồ ̱ ϡ
2 0 2 2- 2 0 2 3 D i v i n e  L i t u r g y

 ⌐ ∆╢─≢ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

2022 12 31  23 2023 Ŧ Ŧ  2  

ǡ ǞǙIt will be finish in the midnight.  Be aware of transportation. 

◆2023₴ Ϸ
N ew Ye a r ' s  Th a n k s  g i v i ng  p r a y e r

 ᾛ ԍ
O d a w a r a

 

2023 Ŧ Ŧ È É 11 ƾǼ 30  ǡ ǞǙ 

◆2023₴ Ϸ
N ew Ye a r ' s  Th a n k s  g i v i ng  p r a y e r

 
Y o k o h a m a

 

2023 Ŧ ŧ  11 ƾǼ 30 יִ  ǡ ǞǙ 

 ᾛ ԍ  (Nativity of Our Lord Jesus Christ at Odawara )  
Great Compline

¥
/Matins

 2023 Ŧ 6 È É17 19 30  
Divine Liturgy

¥ 2023 Ŧ 7 È É10 11 30  

ă ǢƵǽǱǎȆ¡ 

 ʹᵎᾌ ʿͪ  (Nativity of Our Lord Jesus Christ at Shuzenji ) 
Divine Liturgy

¥ 2023 Ŧ 8 È É10 11 30  

ă ǢƵǽǱǎȆ¡ 

婦人会献金： 今月はありません。 
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12 月の永眠者一覧（敬省略） 

 

     

３１日 輔祭ニーコン 松田 保治 １９２５年  

１日 ロマン 竹林  喬 １９８２年 竹林 多恵子 

１日 ラザリ 樋口( 童子)  １９１８年 樋口家 

１日 イリヤ 澁谷 隆文 ２００７年 澁谷 直樹 

２日 マリヤ 青柳 良恵 ２００７年 横田 祥子 

４日 タラシイ 百瀬  宏 ２００３年 百瀬  久 

４日 ワシリイ 廣石 秀雄 ２００３年 廣石 明美 

６日 ウエラ 小杉 美代 １８９３年 小杉 悦子 

７日 ミヘイ 長澤 吉五郎 １９２４年  

８日 シメオン 上野 令次 １９８３年 上野 攻 

１３日 イシドル 小杉 雅男 １９７１年 小杉 悦子 

１３日 ダミアン 石川 忠義 １９９１年 石田 浩一 

１５日 マリヤ 星山 静子 １９７８年 星山 正美 

１５日 メフォディイ 日比野 恒美 ２０1７年 日比野家 

１６日 マルファ 神谷 秀子 １９８１年 神谷 江津子  

１６日 マルティニアン 石川 福一 １９３４年 石田 浩一 

１７日 ニキタ 渡辺 正雄 １９９９年 渡辺  宏 

２１日 マリヤ 渡辺 カネ １９５４年 渡辺  宏 

２３日 クリメント 吉崎 辰昭 １９９５年 野村 秀男 

２４日 マリヤ 元松 喜久 １９８１年 坂牟田 晃一 

２５日 アンナ 神谷 トク １９１７年 神谷 淳一 

２７日 エウドキヤ 中根 きみ １９７９年  

３０日 イアコフ 神谷 虎吉 １９６０年 神谷 忠且 

１０日  上野 暎子 １９７９年 上野 攻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

˕‭ ↕ᾅỲχΣḻΜ˕ 

₈Ὦ‹τ‭ ↕ᾅỲ Ϭ ΜθΰϘΰθʻễᵓπψֶ ήϦθ

ˑʺ₈Ϭ Φϥ♆θκχθϛτṖϤ ΪοΜϘβʻ ᶨϜ ӗτ

σϥέⱲ ρ αϘβΥʺ₈ῇϜễᵓᶨ Υ ήϦϘβϢΞʺ

ΰπϜέẸ ϬΣḻΜ ΰ ΫϘβʻσΣʺ χ ›ʺᵓὓ Ϙ

πψ ΣⱲḧϬ ΦϘβʻᵓ ϒχἿ∏ψ Ὦ‹Ϙθψ ˑὮ‹ρ

σϤϘβʻέ ΨιήΜ  ̒
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ϼзІЫІϾ˔ϺρΜΞρᵧήϭψβΩτДЀй˔ЄерϾ˔ϺϬΣ◘ΜπΰϢΞʻ

άχϾ˔Ϻχ ψϜρϜρל τβΧσΤμθ Ổ Μ Υ σ◓Ⱳ χМзІ

ЕІχἂ Ϭ◘μοʺ︣ξΨϤχΣδϭϓΜϬ⌠ϤằΠθάρΥψαϘϤπβʻιΤ

ϣ ϬβϥМзІЕІ ◓Ϭ+ϐϩΪπϾ˔Ϻχԁ ψ γ τ Ϊ ΠθϜχι

ζΞπβʻ τψ τ ϓήδσΜ ʺᴪχּיψ︣ϬνΪσΜράϧϜΚϥρΜ

Ξʻ∙ ψ Ьиϼ χםΥ►ψϦθʻ₈πϜе˔кАО πψ︣ξΨϤτ

ˑ  Ϭΰχωδο σςτψיּ“ Ϧ σΜϼзІЫІχ ρσνοΜϥζΞπ

βʻ(ЊПбᶑӻἻ◓) 
 

χ τψϼзІЫІρΜΞχΥСАЌзΜθΰϘδϭʻ‭ ↕ρ β Υꜛ

τ άΠοϘΜϤϘβʻϼзІЫІΥ χῢτϜήϦϥχψ ῇπέίΜϘΰϡΞʻ

πψάϦτ ΰο ΤὮ Τϣ π πβʻ χ χ◕ρ σμο

♆Ặ τψΤΠμοיּ κ ΤυϢΞσṓϜΜθΰϘβʻ♆χ◓ằχ₇ψʺ Ὦχ

ΥρϦοΤϣ Τσṓ πМзІЕІχ‭ ↕ϬΣ Μ ΰθϜχπΰθʻ ᶘ

 χ₇ψ Ϟ τ◙ ήϦο ꜝϬ ΜοễᵓΠϜμο“μθϜχπΰθʻ♆ψ Ϥ

τΰοΜθΣαΜήϭϬ Ψΰο◓ằ τԁ ᾉ τ―Ποꜛ πϘρϛοϜμο“

ΦϘΰθʻᵧ χ π ΰο ΜḺϬΰθṜᴓΥέίΜϘβʻ♆ρΰοψ‭ ↕ρ

ΜΞᾠ Υ τᵝΤΰΜ◘Μ πέίΜϘβʻs гзб ›ˣ 
 

ᵓιϢϤ τΚϤΥρΞέίΜϘΰθʻῈ σϜχπ ΥᴞΥϤϘβʻ

᷇χ ϞΤσ ӤṓΥ₈ῇϜγμρ ΦϘβϢΞτʺ♆Ϝ ∏δοΜθˌΦθΜρ

αϘβʻs ϷзϹ╦ῢῷ◓ˣ 

ˢᾖ χ ϤἿ∏ΰοΜϘβʻx  

 

̝ỷ˲̝  ᴇʢˉ₴ʝ ֵ  
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